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､ 質問 ､ ご意見 ､ なん で も どうぞ｡

協 力 : N P O 法人 ビ
ー

ト ス イ ッ チ

〒 粥 1
一

帖 5 2 仙 台市宮城野 区相同 1 丁 目 7 - 1 さ

サ ニ ー ビ ル 1 0 0 2 号

取0 2 2
- 2 9 2

-

7 1 6 0 鮎 0 2 2 -

2 9 2
-

7 1 6 2



. i t

高次脳機能障害者交流会 の 目 的と意義

･ 自分 の 障害を理解するため の寅付き の与 ン トを仲間か らもらえる ｡
･

同 じ 気持ちを知 っ た 人 の存在 は安心感 を与える ｡
･ 直 接交流する こ と で将来 の見通 しが 立 て やすくなる｡
･ 遊 び を通す こ と で リ ラ ッ ク ス した状態 で関われる ｡
･ 体験談を交え ア ド′くイ ス が し合える｡
･ 対等な関係間 の コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン が で き る ｡

･ 自己肯定感を高めて ､ 傷つ い た 自尊心を復活する こ とが できる｡
･

同 じ高次脳でも障害の経緯や表れ方は様々 ｡

だ か ら こそ学びあう必要があり ます｡

く >
交流会 を通 して 自身の 状態 を正 しく知り ､ 自分 で自分を見立 て ､ 自分で将来 を

殻計 して い く こ とが 出来 ると 考 えます｡

当事者 で あ る私 自身 も生き づ らさ を抱 え ､ 自分の脳 か ら 日 々 学 ん で い ます ｡ 当

事者自身が クワ に なる こ と ､ ホ ー ム ベ
ー

ス や セ T フ テ ィ ネ ッ トを自分 た ち で 盤

備 し て い く こ とがそ れ ぞれ の障害を小さくす る こ と に つ なが る の で は な い で し

よ うか｡

単に 交流す る だけ でなく ､ 家族や支援者 の 方 々 ､ 社 会 に と っ て も プ ラ ス に 働 く

交流 会 と して ､ 2 , 3 ケ月 に 1 回 の ペ
ー

ス で継続 して いく こ と を考 えて お り ます ｡

N P O 法人 ピ
ー トスイ ッチ

社会福祉士 斎藤 茂 事務所

高次駐 輪能障 害
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■

当事考会を行? 耳います｡

お気軽に見 乳- で 奉加く超さい ｡




